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東
日
本
大
震
災
か
ら
一
〇
年
。

　

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
一
一
日
一
四
時
四
六
分
、
定
期
宗
会
最
終
日
の
そ
の
と
き
、
わ
た
し
は
三
階
の
院
議
室
に
い
た
。
突

然
、
強
い
横
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
思
わ
ず
椅
子
を
離
れ
て
蹲
っ
た
。
揺
れ
は
何
回
も
襲
っ
た
。
五
階
の
講
堂
へ
上
が
る
と
、
東
京
湾
方
面
の

空
は
黒
煙
に
染
ま
っ
て
い
た
。

　

拙
者
『
宮
沢
賢
治
の
宇
宙
─
三
・
一
一
を
超
え
て
─
』（
日
蓮
宗
新
聞
社　

二
〇
一
二
）
に
、
被
災
地
を
た
ず
ね
た
と
き
の
様
子
を
次

の
よ
う
に
記
し
た
。

　

�　

私
が
は
じ
め
て
眼
に
し
た
被
災
地
は
静
か
だ
っ
た
。
七
月
に
災
害
対
策
本
部
に
所
属
し
て
い
る
所
員
と
と
も
に
福
島
県
・
宮
城
県
を

回
っ
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

�　

瓦
礫
が
片
付
け
ら
れ
一
、
二
軒
の
家
屋
が
残
る
被
爆
直
後
の
広
島
の
よ
う
な
街
や
、
押
し
寄
せ
る
海
水
に
よ
っ
て
一
階
が
抜
き
取
ら

れ
、
傾
い
た
家
々
が
肩
を
よ
せ
あ
う
海
沿
い
の
道
路
を
案
内
さ
れ
た
。
泥
水
の
残
る
水
田
に
は
ま
だ
数
多
く
の
車
が
放
置
さ
れ
荒
涼
と

し
た
風
景
だ
っ
た
。

　
　
　
（
わ
た
く
し
が
い
ま
ご
ろ
こ
ん
な
も
の
を
感
ず
る
こ
と
が
い
つ
た
い
ほ
ん
た
う
の
こ
と
だ
ら
う
か

　
　
　

 

わ
た
く
し
と
い
う
も
の
が
こ
ん
な
も
の
を
み
る
こ
と
が
い
つ
た
い
あ
り
う
る
こ
と
だ
ら
う
か
）

巻
頭
言

ひ
と
の
花

現
代
宗
教
研
究
所
長

　三

　原

　正

　資
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�

（
宮
沢
賢
治
「
青
森
挽
歌
」）　　
　
　
　
　
　
　
　

　

と
い
う
詩
の
一
節
を
思
い
浮
か
べ
て
、
大
災
害
に
襲
わ
れ
た
人
の
心
の
う
ち
を
想
像
し
た
。

　

福
島
第
一
原
発
か
ら
三
〇
㎞
離
れ
た
山
間
部
は
、
異
様
な
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
た
。
車
の
姿
は
な
く
、
作
付
け
さ
れ
て
い
な
い
水
田

に
囲
ま
れ
た
集
落
に
人
の
気
配
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
少
し
前
の
五
月
に
第
四
四
回
中
央
教
化
研
究
会
議
の
準
備
の
た
め
に
、
岩
手
県
花
巻
市
に
あ
る
宮
沢
賢
治
記
念
館
や
林
風
舎
を
訪

れ
た
。
温
泉
に
あ
る
旅
館
に
は
大
勢
の
避
難
民
が
滞
在
し
て
い
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

　

�　

私
た
ち
は
花
巻
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
林
風
舎
へ
い
っ
た
。
こ
こ
は
賢
治
の
実
弟
・
宮
沢
清
六
の
孫
の
宮
沢
和
樹
氏
が
経
営
す
る
賢
治
の

世
界
を
味
わ
う
空
間
で
あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
も
と
め
た
ば
か
り
の
復
刻
版
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
を
開
い
て
い

る
と
、
東
京
往
復
の
た
め
に
し
ば
し
ば
賢
治
が
乗
っ
た
東
北
本
線
の
列
車
が
走
る
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
お
店
の
中

に
い
る
方
が
宮
沢
和
樹
氏
だ
と
気
付
き
、
ご
挨
拶
を
し
た
。

　

�　

宮
沢
和
樹
氏
は
奥
の
方
か
ら
『
国
譯
妙
法
蓮
華
経
』
を
手
に
持
ち
、
私
た
ち
の
座
る
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
そ
っ
と
置
か
れ
た
。
七
十
年

余
り
に
わ
た
っ
て
読
ま
れ
た
朱
色
の
表
紙
は
痛
ん
で
い
た
。（
前
掲
書
）

　

こ
の
と
き
、
こ
の
本
に
は
書
か
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
記
憶
に
残
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

和
樹
氏
は
『
国
譯
妙
法
蓮
華
経
』
を
手
に
と
り
、
清
六
さ
ん
に
よ
る
と
、
賢
治
さ
ん
は
こ
の
経
の
こ
の
辺
り
を
大
事
に
考
え
て
い
た
よ

う
で
す
、
と
話
し
な
が
ら
、
そ
の
部
分
を
指
し
た
。
そ
れ
は
提
婆
達
多
品
の
次
の
一
節
だ
っ
た
。
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�　

三
千
大
千
世
界
を
観
る
に
、
乃
至
芥
子
の
如
き
許
り
も
、
是
れ
菩
薩
に
し
て
身
命
を
捨
て
た
ま
ふ
処
に
非
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
、

衆
生
の
為
の
故
な
り
。

　

た
し
か
に
「
菩
薩
が
身
命
を
捨
て
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
宮
沢
賢
治
は
好
ん
で
取
り
あ
げ
た
。
詩
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
や
『
銀
河
鉄
道

の
夜
』
…
…
と
多
い
。
こ
の
賢
治
が
好
ん
だ
と
い
う
提
婆
品
の
一
節
は
、
宗
祖
最
初
の
著
述
と
い
わ
れ
る
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
に
は
、

「
法
華
経
の
悟
」（
定
遺
一
四
頁
）
の
経
証
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

�　

法
華
経
の
悟
と
申
は
、
此
国
土
と
我
等
が
身
と
釈
迦
如
来
の
御
舎
利
と
一
つ
と
知
る
な
り
。

と
述
べ
ら
れ
、
そ
し
て
こ
の
提
婆
品
の
一
節
が
置
か
れ
る
。
宗
祖
の
こ
の
お
考
え
は
、『
立
正
安
国
論
』
の
六
十
四
字
段
、『
観
心
本
尊

抄
』
の
四
十
五
字
段
へ
と
連
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
、『
四
条
金
吾
殿
御
消
息
』
に

　

�　

今
度
法
華
経
の
行
者
と
し
て
流
罪
死
罪
に
及
ぶ
。
流
罪
は
伊
東
、
死
罪
は
た
つ
の
く
ち
。
相
州
の
た
つ
の
く
ち
こ
そ
日
蓮
が
命
（
い

の
ち
）
を
捨
た
る
処
な
れ
。
仏
土
に
お
と
る
（
劣
）
べ
し
や
。（
略
）
龍
口
に
、
日
蓮
が
命
を
と
ど
め
を
く
事
は
、
法
華
経
の
御
故
な

れ
ば
、
寂
光
土
と
も
い
う
べ
き
か
。
神
力
品
に
云
く
、
若
於
林
中　

若
於
園
中　

若
山
谷
曠
野　

是
中
乃
至
而
般
涅
槃
と
は
是
れ
か
。

（
定
遺
五
〇
四
頁
）

　

と
示
さ
れ
る
厳
し
い
仏
土
観
で
あ
る
。
こ
の
覚
悟
、
行
動
を
代
償
と
し
て
、
穢
土
は
浄
土
へ
と
転
じ
る
。

01-01　巻頭言.indd   3 2021/03/12   14:48



「教化学研究12」2021. 3 4

　

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
一
二
月
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」（
福
岡
市
）
の
現

地
代
表
で
医
師
の
中
村
哲
さ
ん
（
一
九
四
六
─
二
〇
一
九
）
が
殺
害
さ
れ
て
一
年
を
迎
え
た
。
中
村
さ
ん
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め

た
作
家
・
澤
地
久
枝
さ
ん
は
、
中
村
さ
ん
の
人
柄
と
行
動
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

�　

医
師
と
し
て
現
地
へ
入
り
な
が
ら
、
難
民
化
し
た
農
民
た
ち
が
生
き
て
ゆ
く
べ
く
、
１
４
０
０
本
の
井
戸
を
率
先
し
て
掘
っ
た
人
で

あ
る
。
井
戸
で
は
答
え
が
な
く
て
、
砂
漠
化
し
た
農
地
に
水
路
を
造
っ
た
人
で
あ
る
。
単
身
ペ
シ
ャ
ワ
ル
へ
入
り
、
38
歳
で
妻
と
子
ど

も
を
呼
び
寄
せ
た
。
水
道
も
電
気
も
な
い
生
活
で
あ
る
。（
略
）

　

�　

２
０
０
１
年
６
月
、
次
男
剛
君
が
発
病
。
９
・
11
で
世
界
中
が
混
乱
す
る
と
き
、
ア
フ
ガ
ン
は
最
悪
の
旱き

魃き
ん

に
見
舞
わ
れ
る
。
息
子

は
手
遅
れ
の
脳
の
腫
瘍
だ
っ
た
。（
略
）
医
師
は
、
呆ぼ
う

然ぜ
ん

と
し
て
空
白
の
時
間
を
過
ご
す
。
子
ど
も
は
父
親
の
夢
枕
に
立
っ
た
と
い
う
。

医
師
は
情
け
の
深
い
人
で
あ
っ
た
。（
略
）

　

�　

03
年
、
砂
漠
化
し
た
元
農
地
に
水
路
を
掘
り
始
め
、
09
年
に
約
25
㌔
が
完
通
し
た
。
15
億
円
の
費
用
は
日
本
人
の
カ
ン
パ
で
あ
る
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
ワ
ー
カ
ー
、
伊
藤
和
也
氏
＝
当
時
（
31
）
＝
は
08
年
に
襲
わ
れ
て
命
を
落
と
し
、
そ
の
後
、
現
地
に
残
っ
た
の
は

先
生
た
だ
一
人
で
あ
る
。

�

（『
中
國
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
一
二
月
六
日
）

　

人
々
は
、
中
村
さ
ん
の
よ
う
な
生
き
方
を
す
る
人
が
い
る
か
ら
、
こ
の
世
界
に
希
望
を
つ
な
ぎ
、
生
き
る
意
味
を
見
出
す
。
逆
に
、

「
世
界
各
地
で
人
身
売
買
と
戦
っ
て
い
る
男
女
に
捧
げ
る
」
と
い
う
献
辞
の
あ
る
小
説
『
暗
殺
者
の
悔
恨
』（
マ
ー
ク
・
グ
リ
ー
ニ
ー　

ハ

ヤ
カ
ワ
文
庫　

二
〇
二
〇
）
は
、
未
成
年
を
含
む
女
性
を
人
身
売
買
し
巨
万
の
富
を
得
る
組
織
と
構
成
員
の
実
態
を
描
く
。
こ
の
組
織
に

は
政
・
財
界
、
警
察
組
織
ま
で
絡
む
。
ま
さ
に
穢
土
で
あ
る
。
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5 巻頭言　ひとの花（三原）

　
『
開
目
抄
』
の
結
語
に
、
宗
祖
は
述
べ
ら
れ
た
。

　

�　

夫
釈
尊
は
娑
婆
に
入
り
、
羅
什
は
秦
に
入
り
、
伝
教
は
尸
那
に
入
り
、
提
婆
・
師
子
は
身
を
す
つ
。
薬
王
は
臂
を
や
く
。
上
宮
は
手

の
皮
を
は
ぐ
。
釈
迦
菩
薩
は
肉
を
う
る
。
楽
法
は
骨
を
筆
と
す
。
天
台
の
云
く
、
適
時
而
巳
等
云
云
。
仏
法
は
時
に
よ
る
べ
し
。（
定

遺
六
〇
九
頁
）

　
「
仏
教
は
何
も
し
て
く
れ
な
い
」
と
も
言
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め
災
害
の
多
発
す
る
今
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
少
な
く
な

い
。

　

作
家
・
葉
室
麟
氏
は
『
嵯
峨
野
花
譜
』（
文
春
文
庫　

二
〇
一
七
）
の
中
で
、
人
の
生
き
方
を
「
蓮
」
に
見
立
て
て
語
っ
て
い
る
。

　

�　

こ
の
世
は
苦
に
満
ち
た
、
苦
の
世
じ
ゃ
。
さ
れ
ど
、
同
時
に
ひ
と
が
清
く
生
き
る
浄
土
で
も
あ
ろ
う
。（
略
）
ひ
と
は
無
惨
に
散
ら

さ
れ
る
ば
か
り
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か
し
、
そ
れ
に
た
じ
ろ
が
ず
、
迷
わ
ず
生
き
抜
く
こ
と
に
ひ
と
の
花
が
あ
る
の
で
す
。

　

蓮
華
に
ご
自
身
の
生
き
方
を
重
ね
た
日
蓮
聖
人
降
誕
八
〇
〇
年
を
迎
え
る
。
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